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「うねとり荘」を慰問
７月４日、特定郵便局長会久慈部会・（部会

長・久慈匡弘侍浜郵便局長、久慈市や普代村な

どの特定郵便局長とその夫人17人が参加）が

特別養護老人ホーム「うねとり荘」（野崎貞信

施設長、50人）を訪問。歌と踊りでお年寄り

を喜ばせました。

久慈部会長は「今の社会がある

のは皆さんの苦労があればこそで

す。楽しいひとときをすごしてく

ださい」とあいさつ。夫人手作り

の雑巾100枚を送り、歌と踊りな

どを披露しました。

会場にはディサービスなどの利

用者を含め約80人が集り、踊りに

合わせて手拍子をしたり、歌を口

ずさみながら楽しんでいました。

献献献献血血血血あああありりりりががががととととうううう
７月18日、保健センター前で行われた成分献血には、

次の16人の協力があリました。ありがとうございます。

下道勇次 三船彰久 道下勝弘 坂下広見

嘉藤光政 中居正 菅野伸二 高井俊一 大

上一弘 道上哲也 三船雄三○118 宮田修幸 上

下哲也 畠山博 道下孝男 有谷英人

＝敬称略＝

「
夢
は
つ
か
む
も
の
」

七
月
二
十
一
日
、
堀
内
小
学
校

（
箱
石
恵
美
子
校
長
、
児
童
六
十
人
）

で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
風
見
好
栄
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
、
平
成
十
三
年
度
わ
ん
ぱ
く
坊

主
育
成
講
座
福
祉
教
育
講
演
会
＝
写

真
＝
を
開
催
し
ま
し
た
。

風
見
さ
ん
が
、
「
夢
は
つ
か
む
も

の
」
と
題
し
て
自
分
の
体
験
を
交
え

な
が
ら
、
「
困
難
と
思
わ
れ
る
こ
と

で
も
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ
と

が
、
夢
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
行
き
ま
す
」
と
力
強
く
、
優
し

く
語
り
か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
し
な
が
ら
う
な
づ
く

な
ど
し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

七
月
十
五
日
、
村
教
育
委
員
会

（
新
沼
敏
哉
教
育
長
）
で
は
、
村
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア

カ
シ
ジ
ミ
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

産
卵
が
行
わ
れ
る
正
午
か
ら
午
後

一
時
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
チ
ョ
ウ

セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
の
会
代
表
の
尾
形

洋
一
さ
ん
（
宮
古
市
）
を
案
内
に
、
普

代
川
沿
で
観
察
（
村
内
外
か
ら
親
子

な
ど
二
十
五
人
が
参
加
）し
ま
し
た
。

既
に
産
卵
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
い

た
た
め
産
卵
場
面
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ョ
ウ
が
、

ト
ネ
リ
コ
の
周
り
を
飛
ん
だ
り
葉
の

陰
で
羽
を
休
め
た
り
す
る
姿
に
参
加

者
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
で
白
井
を
ふ
る
さ

と
に
持
つ
、
ス
イ
ス
か
ら
や
っ
て
来

た
藤
島
エ
ミ
子
ホ
フ
マ
ン
さ
ん（
三
八

）

ご
一
家
の
長
女
で
、
七
歳
に
な
る
ニ

ナ
さ
ん
は
「
母
の
ふ
る
さ
と
の
夏
は

ス
イ
ス
よ
り
過
ご
し
や
す
い
で
す
。

今
日
は
参
加
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
（
写

真
）。


